
伊予市におけるUPZ内から避難経由所までの主な経路
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 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、あらかじめ複数の避難の経路を設定。

UPZ 避難経由所
（松前公園）

広域避難所：13箇所
（松前町）

市内避難所：41箇所
（伊予市）

第1避難経路
国道378号→国道56号

第2避難経路
国道378号→県道54号→国道56号

【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地）

しもなだ運動公園

内子町役場内子分庁舎

避難元

い よ し

ま さき ちょう

ま さき

い よ し

うち こ ちょう うち こ



内子町におけるUPZ内から避難経由所までの主な経路
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 自然災害等により避難経路が使用できない場合を想定して、あらかじめ複数の避難の経路を設定。

【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地）

内子PA

UPZ

内子町内への避難経路
国道56号→国道379号

砥部町への避難経路
国道56号→国道379号→
国道33号 久万高原町への避難経路

国道56号→国道379号→国道380号→
国道33号

東温市への避難経路
国道56号→高速道路→国道11号

広域避難所：16箇所
（砥部町）

広域避難所：27箇所
（久万高原町）

町内避難所：25箇所
（内子町小田地区他）

避難経由所
（久万高原ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）

避難経由所
（砥部町陶街道ゆとり公園）

広域避難所：21箇所
（東温市）

避難経由所
（東温市総合公園）

避難元

内子町役場内子分庁舎

うちこちょう

とう おん しとう おん し

とう おん し

と べ ちょうと べ ちょう

と べ ちょう

く ま こう げん ちょう

く ま こう げん ちょう

うち こ ちょう

うち こ ちょう

うち こ ちょう うち こ

うち こ

お だ

く ま こう げん

伊予灘SA
い よ なだ
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UPZ内における離島（愛媛県八幡浜市大島）の防護措置
やわたはま し おおしま

※不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じて支援を実施

八幡浜港

大島港

八幡浜市災害対策本部

大島港

大島地区

人口：237人

PAZ

大島

地大島

※地大島は居住者なし

大島産業振興ｾﾝﾀｰ
（放射線防護施設）

収容可能者数：202人

市民ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
（一時集結所）

避難経路：

大島港→［船舶移動（定期船・自家用船舶等）］→八幡浜港→市民ｽﾎﾟｰ

ﾂｾﾝﾀｰ（一時集結所）→愛媛県総合運動公園（避難経由所（松山市））

 八幡浜市は、一時移転等の指示が出た場合は大島の自主防災組織等に対して大島産業振興ｾﾝﾀｰ（放射線防護施設）へ
要員の配置を依頼。

 住民に対しては、防災行政無線（同報系）、広報車、拡声器、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等を活用して情報を伝達。

 住民は、大島港まで徒歩等で移動した後、大島港から定期船、自家用船舶等により八幡浜港へ移動。

 八幡浜港から市民ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（一時集結所）へ徒歩、市公用車等で移動後、市・県が手配するﾊﾞｽ等により松山市の愛媛

県総合運動公園（避難経由所）に移動。その後、松山市の指示する広域避難所に避難。
 ﾋﾟｽﾄﾝ輸送による船舶避難時において一度に乗り切れなかった人や、悪天候等で船舶による避難が困難な場合は、船舶避

難ができるようになるまで大島産業振興ｾﾝﾀｰ（放射線防護施設）において屋内退避を実施。
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おお しま
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